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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 3 1

る ・ ・ ・ 」 ▼ 真偽 の ほ ど は 定 か

で な い 。 と は い え こ れ は 、恋 し い 人 に 永 遠 に 触 れ て いた い と い う 決 し て か な わ ぬ願 い が 、 絵 を 描 く こ と の 奥底 に 横 た わ っ て い る こ と を物 語 る 逸 話 で は あ る ・ ・ ・な ど と 考 え な が ら 展 覧 会 を見 て い る と 、 突 如 、 そ ん な甘 美 な 夢 想 を 台 無 し に す るよ う な 異 形 の ヌ ー ド が 現 れた ― あ ふ れ 出 て く る 筈 の あの 甘 や か な 香 り が 漂 っ て こな い の で あ る ▼ で は 、 こ の美 し い 「 青 」 に 浮 か ぶ 「 はだ か 」 か ら こ ぼ れ 出 る 、 なん と も い え な い な に か は 何な の だ ろ う 。 そ れ は お そ らく は 、  「 似 姿 」 か ら は 決 して 感 じ と る こ と が で き な い「 無 垢 な や さ し さ 」 と で も呼 ぶ べ き な に か で あ る 。※ 「  〝 人 〞 を 描 く 」 よ り（ ４ 月

2 6日 ま で ）

　
山 口 県 立 美 術 館 の 収 蔵 品

の 中 か ら 人 を 描 い た 油 彩 など

2 7点 を 紹 介 す る 展 覧 会 。

そ の 冒 頭 の 解 説 に ロ マ ン ティ ッ ク な 一 説 が 引 か れ て いる ― 「 古 代 ロ ー マ の 博 物 学者 ・ 大 プ リ ニ ウ ス に よ る と絵 画 の 起 源 は 戦 地 に 赴 く 恋人 の 影 を 写 し た こ と で あ こ  の 、  な ん と もい え な  い な に か松 田 正 平

　
《 裸 婦 》

１  ９  ７  ０ ～

8 0年 代

　
油 彩

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝

防 作 品 」 募 集 に お い て 、山 口 市 内 か ら の 応 募 （ １５ ３ ７ 点 ） の 中 で 選 ば れた

7 6点 。 幼 稚 園 ・ 保 育 園

児 に よ る 絵 画 ８ 点 （ 応 募総 数 １ ３ ５ 点 ）  、 小 ・ 中学 生 に よ る ポ ス タ ー

1 8点

（ 同 １ ０ １ 点 ） と 習 字

4 2

点 （ 同 １ ２ ６ １ 点 ）  、

6 5

歳 以 上 の 高 齢 者 に よ る 防火 標 語 ８ 点 （ 同

4 0点 ）

　
火 災 の

発 生 し やす い こ の時 季 、 ３月 １ 日
（ 日 ）  か ら

７日
（ 土 ）  に か

け て 、 全国 一 斉 に
「 春 の 火

災 予 防 運動 」 が 実施 さ れる 。 山 口市 で も 、

「 火 災 予 防 作 品 展 」 と「 春 の 防 火 ま つ り 」 を 通
じ て 、 防 火 意 識 向 上 が 呼び 掛 け ら れ る 。　

火 災 予 防 を 呼 び か け る
絵 画 や 習 字 な ど の 作 品が 、 巡 回 展 示 さ れ る 。　

各 会 場 に 並 ぶ の は 、 県
な ど が 主 催 し た 「 火 災 予　

山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合
セ ン タ ー （ 山 口 市 下 竪 小路 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

３ ３ ３ ３ ） は 、 ４ 月 に 開講 す る 初 心 者 向 け 「 も のづ く り 教 室 」 の 受 講 者 を募 集 中 。 希 望 者 は 同 館 に電 話 す る か 直 接 窓 口 へ 。締 め 切 り は

2 7日  （ 金 ）  。

　 ﹁ 陶 芸 教 室 ﹂

・ 藤 元 和 寛

さ ん ・ Ａ 班

：

第 １ 火 、 水

曜 午 前 ９ 時 半 〜 正 午 、 Ｂ班

：

第 １ 木 、 金 曜 午 後 １

時 半 〜 ４ 時 ・ ４ 〜 ９ 月（

1 2回 ）  ・ 実 費 ・ 各 班

2 0人

▽
﹁ 大 内 塗 教 室 ﹂

・ 金 子

祐 樹 さ ん ・ 第 １ 、 ３ 土 曜

午 前

1 0時 〜 正 午 ・ ４ 〜 ９

月 （

1 2回 ）  ・ １ 万 ２ ０ ０

０ 円 ・ ８ 人 ▽

﹁ 和 裁 教

室 ﹂

・ 丸 崎 真 弓 さ ん ・ 月

曜 午 後 １ 時 〜 ４ 時 ・ ４ 〜６ 月 （

1 0回 ）  ・ 無 料 だ が

生 地 は 受 講 者 が 用 意 ・

1 0

人 ▽

﹁ 手 織 教 室 ﹂

・ 藤 木

律 子 さ ん ・ 第 １ 、 ３ 金 曜午 後 １ 時 〜 ３ 時 ・ ５ 〜 ８月 （

1 0回 ）  ・ ８ ０ ０ ０ 円 ・

2 0人 ▽

﹁ ト ー ル ペ イ ン テ

ィ ン グ 教 室 ・ メ タ ル エ ンボ ッ シ ン グ ア ー ト 教 室 ﹂

・

山 見 美 代 子 さ ん ・ 第 ２ 、４ 火 曜 午 前

1 0時 〜 正 午 ・

４ 〜 ９ 月 （

1 0回 ）  ・ ８ ０

０ ０ 円 ・

2 0人 ▽

﹁ 革 ろ う

け つ 染 レ ザ ー ク ラ フ ト 教室 ﹂

・ 嬉 と し 子 さ ん ・ 第

２ 、 ４ 木 曜 午 前 ９ 時 半 〜正 午 ・ ４ 〜 ９ 月 （ ８ 月 は休 み 、

1 0回 ）  ・ ８ ０ ０ ０

円 ・

2 0人 ▽

﹁ 着 付 教 室 ﹂

・

三 浦 由 美 さ ん ・ 第 １ 、 ３土 曜 午 後 ７ 時 〜 ９ 時 ・ ４月 〜 ２ ０ ２ ７ 年 ３ 月 （

2 4

回 ）  ・ ２ 万 ４ ０ ０ ０ 円 ・７ 人 ▽

﹁ こ ど も の 茶 の 湯

教 室 ﹂

・ 弓 﨑 洋 子 さ ん ・

第 ２ 、 ４ 日 曜 午 後 １ 時 半〜 ４ 時 ・ ４ 〜 ９ 月 （

1 2

回 ）  ・ １ カ 月 ２ ０ ０ ０ 円 ・３ 人 だ 。　
こ の う ち 、 県 の 最 優 秀

賞 （ 県 知 事 賞 ） を 「 防 火標 語 の 部 」 で 末 岡 幸 江 さん が 、 優 秀 賞 を 「 絵 画 の部 」 の 有 馬 澪 さ ん と 「 防火 標 語 の 部 」 の 松 本 喜 代美 さ ん が 受 け て い る 。　
日 時 と 会 場 は 、

2 0日

（ 金 ）  か ら

2 6日  （ 木 ）  ま で が

サ ン パ ー ク あ じ す （ 山 口市 阿 知 須 ）  、

2 8日  （ 土 ）  と

３ 月 １ 日 は 山 口 井 筒 屋
（ 山 口 市 中 市 町 ３ ）  、 ３ 月

２ 日  （ 月 ）  か ら ８ 日  （ 日 ）  まで は ゆ め タ ウ ン 山 口 （ 山口 市 大 内 千 坊 ６ ）  。　

2 8日 午 後 １ 時 半 か ら ３

時 ま で 、 火 災 予 防 作 品 展開 催 中 の 山 口 井 筒 屋 エ ント ラ ン ス 広 場 を メ イ ン 会場 に 開 か れ る 。　
山 口 市 消 防 音 楽 隊 に よ

る 演 奏 、 県 消 防 ク ラ ブ 連合 会 優 良 ク ラ ブ 表 彰 伝 達

式 、 火 災 予 防 作 品 の 表 彰伝 達 式 、 幼 年 消 防 ク ラ ブ（ 亀 山 幼 稚 園 児 ） に よ るス テ ー ジ 発 表 な ど が ある 。　
防 火 パ レ ー ド は ２ 時

4 0

分 か ら 。 消 防 職 員 、 消 防団 員 、 学 生 消 防 団 、 女 性防 火 ク ラ ブ 、 幼 年 消 防 クラ ブ の メ ン バ ー ら が 参 加し 、 音 楽 隊 の 演 奏 に 合 わせ て 山 口 銀 行 西 門 前 出 張所 ま で 、 ア ー ケ ー ド 街 を練 り 歩 く 。　
山 口 市 消 防 本 部 は 「 当

日 は 、 幼 年 消 防 ク ラ ブ の合 唱 や 消 防 音 楽 隊 の 演 奏で ス テ ー ジ を 盛 り 上 げ 、防 火 パ レ ー ド で は 火 災 予防 グ ッ ズ や お 餅 １ ０ ０ ０個 以 上 を 配 布 す る の で 、ぜ ひ 来 場 を 。 ま た 、 空 気が 乾 燥 し 火 災 が 発 生 し やす い 時 季 で も あ り 、 今 一度 火 の 取 り 扱 い に は 注 意し て ほ し い 」 と 呼 び 掛 けて い る 。

防 火 意 識 向 上 を 呼 び か け

「 火 災 予 防 作 品 展 」 と 「 防 火 ま つ り 」
2 0日 ～

伝 承 セ ン タ ー が 受 講 者 募 集 中

初 心 者 向 け  「 も の  づ く り 教 室 」

次 回 は 2 月 2 5 日 掲 載

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ～

2 3

日 ︵ 月 ・ 祝 ︶  :

楽 園 の 旅

長 沼 慧

　
絵 画 展

火 災 予 防 作 品 展

春 の 防 火 ま つ り

︻ パ イ プ オ ル ガ ン を 見て 、 聴 い て 、 触 っ て み よう ！ ︼

サ ビ エ ル 記 念 聖 堂

３ 月

2 0日  （ 金 ・ 祝 ）

1 4時 〜

1 5時 半 （ 中 学 生 以 上 ） 先
着

2 0名 （ 要 申 込 ） 参 加 費

１ ０ ０ ０ 円 （ Ｃ Ｄ 付 き ）中 ・ 高 校 生 無 料

　
☎
０ ８

３

－ ９ ２ ０

－ １ ５ ４ ９

コ ン サ ー ト
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2 1 2 4

み ん な 知  っ  ち  ょ  る ？コ ー プ や ま ぐ ちオ リ ジ ナ ル 商 品 紹 介

　
２ ０ ２ ３ 年 か ら 開 発 が ス タ ー ト し た コ ー プ や ま ぐ ち オ リ ジ

ナ ル 商 品 。 コ ー プ や ま ぐ ち の お 店 〝 こ こ と 〞 で 販 売 さ れ て いる 商 品 で 、 特 徴 的 な 顔 の 「 こ こ と マ ー ク 」 が 目 印 。 山 口 県 産の 原 料 を 使 っ た 商 品 や 山 口 県 の メ ー カ ー さ ん が 製 造 し て い る商 品 な ど を 中 心 に 幅 広 く ラ イ ン ナ ッ プ し て い ま す 。

ポ イ ン ト① 鹿 児 島県 枕 崎 産の 良 質 な鰹 節 を 九 州 醤 油 ベ ー ス の 特 製 た れで コ ー テ ィ ン グ② 化 学 調 味 料 無 添 加 ・ た ん 白 加 水分 解 物 不 使 用ポ イ ン ト① 肉 の 旨 味 が 感じ ら れ る よ う 、あ ら び き の ジ ュ ー シ ー な 鶏 ミ ン チ肉 を 使 用② 北 海 道 産 生 ク リ ー ム と 赤 ワ イ ンで 作 る 、 深 い コ ク と 濃 厚 な 風 味③ 玉 ね ぎ や ト マ ト な ど の 野 菜 と チャ ツ ネ を じ っ く り 煮 込 み 、 甘 さ もプ ラ ス

ポ イ ン ト① 山 口 県 産 は ちみ つ に 限 定② 健 康 な 蜜

蜂
を

育 て る た め 、 よ り 自 然 に 近 い 環 境づ く り③ こ だ わ り の 非 加 熱 処 理 ポ イ ン ト① 豊 田 町の 二 十 世紀 梨 の ピ ュ ー レ を 使 用② 国 内 産 に ん に く 、 利 尻 産 の 昆 布エ キ ス 、 薩 摩 産 の か つ お 節 エ キ スを 使 用③ フ ル ー テ ィ ー で ま ろ や か な 梨 の甘 味（ 組 合 員 さ ん の 声 ） 梨 を 使 用 し て い
る の で フ ル ー テ ィ ー な 甘 さ が あり 、  家 族 み ん な で 楽 し め る 味 で す 。

（ 組 合 員 さ ん の 声 ）　
味 が し っ か り つ い て い て 、 お つ

ま み と し て そ の ま ま 食 べ た い く らい で す ！（ 組 合 員 さ ん の 声 ） あ ま り 辛 く ない の で 食 べ や す く 、 ご は ん 以 外 にも 合 わ せ や す い ！

（ 組 合 員 さ ん の 声 ） 塾 仕 込 み 食 パ
ン に よ つ ば バ タ ー を 塗 っ て 、 少 しト ー ス タ ー で 焼 き 、 そ の 上 に は ちみ つ を 塗 っ て 再 度 ト ー ス タ ー で 焼く 。 毎 朝 の 楽 し み で す 。　

コ ー プ や ま ぐ ち の 店 舗 「 こ こ と 」 で 販 売 中 ！

　
ま た 宅 配 カ タ ロ グ

「 お ひ さ ま 通 信 」 に も 掲 載 し て い ま す 。 見 か け た 際 に は 、 ぜ ひ 一 度 お試 し く だ さ い ♪

 コ ー プ や ま ぐ ち オ リ ジ ナ ル 商 品  っ  て ？ 商 品 ラ イ ン ナ  ッ  プ こ  の  マ  ー  ク  が  目  印 ！
下 関 市 豊 田 町 産 の 梨 を使 用 し た

 焼 肉 の た れ

枕 崎 産 鰹 節 で つ く  っ  た絶 品 お か か

 甘 口 九 州 醤 油 仕 立 て

ふ か わ 鶏 の あ ら び き 肉 で つ く  っ  たキ ー マ カ レ ー

つ か も と さ ん のこ だ わ り は ち み つ

 １ 行 記 事　 「 税 の 無 料 相 談 会 」 が ２ ０ 日 （ 金 ） 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 、 小 郡 地 域 交 流 セ ン タ ー （ 山 口 市 小 郡 下 郷 ） で 。 中 国 税 理 士 会 山 口 支 部 が 予 約 不 要 で 開 催 す る 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ２ 月 １ ８ 日 ㈬

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

院 長 菅 田 裕 士

T E L 0 8 3 -9 2 4 -1 2 8 7
山 口 市 三 の 宮 2 丁 目 3 - 2 6

花 粉 症 シ ー ズ ン の

土 曜 午 前 の

受 付 時 間 は

1 1： 3 0 ま で で す

診 察 時 間 月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●
※ 1 6: 3 0

  8: 3 0 ～ 1 2: 0 0

1 4: 3 0 ～ 1 8: 0 0

 １ 行 記 事　 ２ ３ 日 （ 月 ・ 祝 ） 午 後 １ 時 半 か ら 、「 花 音 ＋ Ａ Ｌ Ｐ Ｈ Ａ ２ ０ 周 年 あ り が と う コ ン サ ー ト 」 が ア ス ピ ラ ー ト （ 防 府 市 戎 町 １ ） で あ る 。 高 校 生 以 下 は 無 料 で 入 場 可 能 。

　
水 の よ う な 鼻 水 ・ く し

ゃ み ・ 鼻 づ ま り が 主 な 症状 で 、 花 粉 飛 散 量 に 応 じて 悪 化 す る 傾 向 が あ る 。県 医 師 会 は 、 県 内

2 0施 設

で ス ギ ・ ヒ ノ キ 花 粉 の 飛散 数 を 観 測 し て い る 。 ２月

1 3日 、

1 4日 と 基 準 以 上

の ス ギ 花 粉 が 観 測 さ れ たと し て 、 ス ギ 花 粉 飛 散 開始 を 宣 言 し た 。 シ ー ズ ンの 飛 散 量 は 「 平 年 並 み 」と 予 測 さ れ る も の の 、 十分 な 対 策 を 呼 び か け て いる 。　
結 膜 が 直 接 外 界 に 接 し

て い て 抗 原 が 入 り や す いこ と や 、 涙 液 が 抗 原 を 溶か し や す い こ と な ど から 、 目 は ア レ ル ギ ー 反 応が 生 じ や す い 場 所 と さ れる 。 カ モ ガ ヤ （ ５ 〜 ７ 月ご ろ ） や カ ナ ム グ ラ （ ９〜

1 1月 ご ろ ） な ど の 花 粉

飛 散 時 期 に は 、 目 と 鼻 の両 方 に 症 状 が 出 る こ と もあ る 。 こ す る と 悪 化 し 、粘 膜 を 傷 つ け る 恐 れ や 、視 力 に 影 響 す る 場 合 も ある た め 、 症 状 が 出 た ら 早め の 受 診 を 心 が け た い 。　
気 道 （ 空 気 の 通 り 道 ）

に 慢 性 的 な ア レ ル ギ ー の炎 症 が 生 じ 、 さ ま ざ ま な

刺 激 に 過 敏 に 反 応 し て 気道 が 狭 く な り 、 呼 吸 が 苦し く な る 。 ダ ニ や ホ コ リい っ た 環 境 の ア レ ル ゲ ンに 反 応 す る 「 ア ト ピ ー 型ぜ ん そ く 」  、 ア レ ル ゲ ンに 反 応 し な い 「 非 ア ト ピー 型 ぜ ん そ く 」 が あ る 。治 療 と あ わ せ 、 住 環 境 を整 え る な ど 原 因 の 回 避 が重 要 と な る 。

　

　
皮 膚 に か ゆ み を 伴 う 湿

し ん や 炎 症 、 肌 の 乾 燥 など が 慢 性 的 に 現 れ る 状態 。 顔 や 首 、 ひ じ や ひ ざ裏 な ど に 発 生 し や す く 、い っ た ん 治 ま っ た 後 、 再発 す る こ と も あ る 。 ハ ウ

ス ダ ス ト や ダ ニ 、 花 粉 とい っ た 環 境 的 要 因 と 、 遺伝 に よ る 体 質 的 な 要 因 とが あ る と さ れ 、 適 切 な 治療 に よ り 症 状 が コ ン ト ロー ル で き る 状 態 が 続 けば 、 症 状 が 出 な く な る「 寛 解 」 が 期 待 で き る 場合 も あ る 。　
特 定 の 食 物 に 対 す る ア

レ ル ギ ー 反 応 で 、 特 に 初め て 食 べ た 時 に 現 れ る こと が 多 い 。 症 状 は 、 皮 膚（ か ゆ み 、 じ ん ま し ん など ）  、 呼 吸 器 （ く し ゃみ 、 鼻 水 な ど ）  、 消 化 器（ 下 痢 、 嘔 吐 な ど ） ほ か体 の さ ま ざ ま な 臓 器 に あら わ れ る が 、 症 状 の 出 かた や 原 因 食 品 、 重 症 度 、耐 性 獲 得 の 時 期 な ど 個 人差 が あ る 。 な お 、 食 中 毒や 食 物 不 耐 症 な ど 、 食 物ア レ ル ギ ー と 間 違 え や すい 症 状 も あ る た め 、 専 門の 医 師 に よ る 正 確 な 診 断が 大 切 だ 。　
ア レ ル ギ ー 反 応 に よ り

複 数 の 臓 器 に 症 状 が 強 く現 れ る 状 態 。 血 圧 低 下 や意 識 障 害 を 伴 う 場 合 は「 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー シ ョッ ク 」 と 呼 ば れ 、 一 刻 も早 く 医 療 機 関 で 適 切 に 治療 を 進 め な い と 命 に か かわ る こ と も 。 小 児 で は 食物 ア レ ル ギ ー が 原 因 の こと が 多 く 、 ハ チ や ア リ など 昆 虫 の 毒 や 薬 剤 で も 起こ る た め 注 意 が 必 要 だ 。　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　 　

　
何 ら か の 症 状 が 出 た ら

自 己 診 断 せ ず 、 か か り つけ 医 や 下 記 掲 載 の 医 療 機関 に 相 談 し よ う 。

２ 月

2 0日 は ア レ ル ギ ー の 日

身 近 な ア  レ  ル  ギ ー を 知 る
　
「 国 民 の 約 ２ 人 に １ 人 が 何 ら か の ア レ ル ギ ー 疾 患 を 有 し て い る 」 と い う

厚 生 労 働 省 の 調 査 報 告 が あ る ほ ど 私 た ち の 生 活 に 身 近 な 「 ア レ ル ギ ー 疾患 」  。 乳 幼 児 期 の ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 症 か ら 始 ま り 、 食 物 ア レ ル ギ ー 、ぜ ん そ く 、 ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 な ど 、 成 長 と と も に 症 状 が 移 り 変 わ る こ とが 多 く 、 そ の こ と は 「 ア レ ル ギ ー マ ー チ 」 と も 呼 ば れ て い る 。 ２ 月

2 0日

は 日 本 ア レ ル ギ ー 協 会 が 制 定 し た 「 ア レ ル ギ ー の 日 」  。 重 症 化 や 長 期 化 を防 ぐ た め に も 、 早 い 段 階 で の 適 切 な 診 断 が 重 要 と さ れ て い る 。 代 表 的 なア レ ル ギ ー 疾 患 と 、 そ の 留 意 点 を 紹 介 す る 。

花 粉 症

ア レ ル ギ ー 性 結 膜 炎

ぜ ん そ く

ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎

食 物 ア レ ル ギ ーア ナ フ  ィ ラ キ シ

ー
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高 倉 荒 神 社

　
朝 鮮 半 島 ・ 百 済 国 の 第

３ 皇 子 で 、 大 内 氏 の 祖 と伝 え ら れ る 琳

り ん

聖 し ょ う

太 たいし

子 が 、

同 国 か ら 佐 波 郡 多 々 良 浜
（ 現 ・ 防 府 市 ） に 渡 来 し

た 際 、 同 郡 の 高 倉 村 に 一社 を 建 立 し 、 高 倉 荒 神 社と し て あ が め た の が 起 源
　

2 8日  （ 土 ）  、 山 口 市 黒 川 の 恒 冨 八 幡 宮 境 内 に あ る 高 倉 荒 神 社 で 、 五 穀 豊

穣 や 家 内 安 全 な ど を 願 う 春 の 大 祭 「 高 倉 荒 神 祭 」 が 開 催 。 今 年 の 豊 凶 や水 の 状 況 を 占 う 伝 統 行 事 「 御

お た め し

例 神 事 」 の 結 果 が 張 り 出 さ れ る ほ か 、 参 道

に は 露 店 が 並 び 、 福 み く じ な ど も 楽 し め る 。 今 年 は 土 曜 開 催 と い う こ とも あ り 、 例 年 よ り 多 く の 来 場 が 見 込 ま れ て い る 。

と さ れ る 。　
そ の 後 、 山 口 市 黒 川 に

あ る 山 に 移 さ れ 高 倉 山 と名 付 け ら れ た が 、 山 中 は険 し く 、 参 拝 や 維 持 管 理が 不 便 だ っ た た め 、 １ ９１ １ 年 に 恒 冨 八 幡 宮 そ ばの 現 在 地 に 移 転 。 ２ ０ ０２ 年 に 火 災 に よ っ て 焼 失し た が 、

0 4年 に 社 殿 が 再

建 さ れ 、

1 4年 に は 約 １ ０

０ 段 あ る 全 階 段 に 手 す りが 整 備 さ れ た 。

　

　
同 神 社 で は 毎 年 、 大 祭

に 先 立 ち 、 そ の 年 の 農 作物 の 作 柄 を 占 う 「 御 例 神事 」 が 、 古 式 に の っ と り

行 わ れ て い る 。　
神 社 裏 の 高 倉 山 ８ 合 目

付 近 に あ る 大 岩 の 上 に 、岸 壁 か ら 染 み 出 て で き た三 つ の 御 例 池 が あ る 。 池の 水 位 は 、 山 の 土 が 含 んで い る 水 の 量 と 連 動 し てい る と さ れ 、 こ れ を 見 るこ と で 、 そ の 年 の 農 業 用水 を 占 う こ と が で き る とい う 。 午 前 ０ 時 に 拝 殿 に張 り 出 さ れ る 結 果 に は「 早 稲 〇 合 、 中 稲 〇 合 、晩 稲 〇 合 、 水 〇 合 」 と 、稲 の 種 類 と 水 の 様 子 が 示さ れ て お り 、 昔 か ら 多 くの 農 家 が ど の 稲 を 植 え るか の 参 考 に し て い た 。 気象 予 測 や 農 業 技 術 が 発 達し た 現 代 で は 、 農 作 物 の出 来 具 合 を 予 想 す る と いう 意 味 が 強 く な っ て いる 。 ま た 、 田 植 え 後 の ６月

2 8日 に 豊 作 を 祈 願 し

て 、 再 び 同 神 社 に お 参 りを す る 習 わ し も あ る 。　 「 一 の 鳥 居 」 か ら 同 神社 ま で の 参 道 約 ２ ０ ０ メー ト ル の 間 に は 、 飲 食 など を 提 供 す る 露 店 が 軒 を連 ね る 。 石 段 を 上 が っ た境 内 で は 、 日 本 酒 や も ちな ど が 当 た る 「 福 み くじ 」  （ １ 回 ２ ０ ０ 円 ） を引 く こ と が で き る 。

高 倉 荒 神 祭

今 年 は 土 曜 開 催

 五 穀 豊 穣 を 祈 る

2 8 日創 建 の 由 来

御 例 神 事

露 店 や 福 み く じ

限 が あ る た め 、 関 係 者は 「 近 隣 の 人 は 徒 歩 や自 転 車 で 」 と 呼 び か けて い る 。

　
当 日 は 、 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ５ 時 ま

で 、 神 社 周 辺 で 車 両 進 入 禁 止 や 駐 車 禁止 の 交 通 規 制 が さ れ る 。 ま た 、 平 川 中グ ラ ウ ン ドに 駐 車 場 、平 川 小 に 駐輪 場 が 臨 時に 設 け ら れる 。 利 用 可能 な 時 間 は午 前 ９ 時 から 午 後 ４ 時半 ま で 。 台数 な ど の 制

神 社 周 辺 で 交 通 規 制
臨 時 駐 車 ・ 駐 輪 場 が 設 置

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


